
 

 

 

 

 

 

 

IV. 付録 2〜付録 7 
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付録 2 里親事前質問紙 

ヒアリング調査事前アンケート（里親） 

回答日：       年    月    日           回答者： （   里母   ・   里父   ） 

 

養育不調による委託解除となったお子さんお一人についてお伺いしていきます。 

そのお子さんを仮に Aさんとさせていただきます。 

 

A さんについてお答えください。 

1. 性別        （   男   ・   女   ） 

2. 委託時のご年齢   （      歳      ヵ月） 

3. 委託時の在籍について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 保育園 2: 幼稚園 3: 認定こども園   

4: 小学 1 年生 5: 小学 2 年生 6: 小学 3 年生 7: 小学 4 年生 8: 小学 5 年生 9: 小学 6 年生 

10: 中学 1 年生 11: 中学 2 年生 13: 中学 3 年生 14: 高校 1 年生 15: 高校 2 年生 16: 高校 3 年生 

4. 国籍        （               ） 

5. 委託解除時のご年齢 （      歳      ヵ月） 

6. 委託解除後の措置変更先について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 乳児院 2: 児童養護施設 3: 児童自立支援施設 4: 児童心理治療施設 

5: 自立援助ホーム 6: 他の里親 7: ファミリーホーム 8: その他（家庭復帰等） 

9: わからない    

7. A さんの児童相談所による保護の理由についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1: 保護者の死亡 2: 保護者の行方不明 3: 父母の離婚 4: 父母の未婚 

5: 父母の不和 6: 保護者の拘禁 7: 保護者の入院 8: 家族の疾病の 

付き添い 

9: 次子出産 10: 保護者の就労 11: 保護者の精神疾患 12: 保護者の放任 

もしくは怠惰 

13: 父の虐待 

もしくは酷使 

14: 母の虐待 

もしくは酷使  

15: 棄児 16: 養育拒否 

17: 破産等の経済的理由 18: 児童の問題による 

監護困難 

19: 児童の障害  

20: その他（                            ）  21: わからない 
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8. A さんの虐待の被害についてあてはまるものに〇をつけてください。  

虐待被害      （  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

➡「あり」の場合、その種類についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1 :  身体的虐待   2 :  ネグレクト   3 :  性的虐待   4 :  心理的虐待 

9. A さんの心身の状況についてあてはまるものに〇をつけてください。 

医師による医学的診断（  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

 ➡「あり」の場合、その内容についてあてはまるものに全て〇をつけてください。 

1: 身体虚弱 2: 肢体不自由 3: 視覚障害 4: 聴覚障害 

5: 言語障害 6: 知的障害 7: てんかん 8: 心的外傷後ストレス

障害（PTSD） 

9: 反応性愛着障害  10: 注意欠陥多動性障害

（ADHD） 

11: 学習障害（LD）  12: 自閉スペクトラム 

障害（ASD） 

13: 高次脳機能障害 14: チック 15: 吃音症 16: 発達性協調運動障害 

17: その他（                                       ） 

10. A さんの知能検査および発達検査についてあてはまるものに〇をつけてください。 

※覚えている範囲で構いません。  

⚫ 委託時点で A さんは検査を受けていましたか？（  はい  ・  いいえ  ・  わからない  ）  

➡「はい」の場合、委託時に受けていた検査についてお答えください。  

①  WISC-ⅣもしくはⅤ （検査実施年月：      年      月） 

全検査 IQ（FSIQ）についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

②  田中ビネー知能検査Ⅴ（検査実施年月：      年      月） 

IQ 値についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

③  新版 K 式発達検査  （検査実施年月：      年      月） 

発達指数についてあてはまるところに〇をつけてください。 

41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

⚫ 委託されてから委託解除までの間でAさんは検査を受けましたか？ （  はい  ・  いいえ  ） 
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次に、里母さんと里父さんについてお答えください。 

 

1. 現在のご年齢 

里母： （       歳）   里父： （       歳） 

2. A さんが委託された時の里親としての経験年数 

里母： （       年）   里父： （       年） 

3. A さんが委託された時の委託を引き受けた子どもの数 

里母： （       人）   里父： （       人） 

4. A さんが委託された時のご職業についてあてはまるものに〇をつけてください。 

里母： 

里父： 

5. A さんが

委託された時に登録していた里親の種類についてあてはまるものに〇をつけてください。 

里母： 

里父： 

 

ご回答ありがとうございました。 

インタビューではこちらにご回答いただいたお子さんについてお伺いしていきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1: 正社員 2: 自営業 3: パート・アルバイト等の非正規雇用 4: 無職（専業主婦を含む） 

1: 正社員 2: 自営業 3: パート・アルバイト等の非正規雇用 4: 無職（専業主婦を含む） 

1: 親族里親 2: 養育里親 3: 専門里親 4: 養子縁組里親 

1: 親族里親 2: 養育里親 3: 専門里親 4: 養子縁組里親 
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付録 3 里親インタビューガイド 

 

 

 

 

 

 

里親インタビューガイド

項目 トピック 詳細 時間（累積時間）

オープニング 自己紹介

録音許可 録音スタート

研究背景・目的の説明 「本研究では「養育不調」という状態について調べています。養育不調とは、「子どもの行動上の問題や養

育者の養育上の課題の大きさにより、養育者が子どもへの対応が困難になる状況」と本研究では定義してお

ります。

里親さんの中で養育不調による委託解除をご経験された方にお話しをお伺いし、こどもにとっても、里親に

とっても、より良い里親養育支援を整えるにはどうしたらいいかを考え、今後の社会的養育を提案していく

同意取得 研究協力依頼書・同意説明書をお渡しし、一つずつ読み上げて説明し、質問を受け付ける

同意書への署名 同意書にご署名いただき、抜け漏れがないか確認して受領する

同意撤回の説明 同意撤回書をお渡しする（同意撤回期間は現在からインタビュー調査期間中、方法は手渡しもしくは郵送）

質問紙の確認 ・（対面の場合）事前にご回答いただいた質問紙を提出いただく。抜け漏れがないか確認する。

・（オンラインの場合）こちらが参照している質問紙が間違いないか確認する。

ヒアリング上の注意点の説明 「質問紙にてお答えいただいたお子さんについてお伺いしますが、子どもの個人情報保護の観点から、本イ

ンタビューでは名前を使わずにAさんとお呼びください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。」

20分

ヒアリング 里親登録された経緯についてヒアリング ・里親を知ったきっかけ

・登録しようと思った動機

委託される前のAさんと委託経緯について ・Aさんの実家庭の状況（実親の状況や、きょうだいしまいの有無、虐待被害等）

・Aさんの保護された経緯（質問紙の回答からより詳しくヒアリング）

・Aさんの里親委託前の措置先での暮らしぶり（例：一時保護、乳児院もしくは児童養護施設での様子等）

・里親委託に措置変更となった経緯

・Aさんの委託を引き受けようと決断した経緯（家庭内でどのような話し合いが行われたか等）

・委託前の面会交流時の様子

・委託時の様子

委託中のAさんと養育状況・不調について ・里親家庭でAさんはどのように生活をしていたか

・医師による医学的診断を受けたと質問紙で回答があった場合、その時期と受診経緯について

・委託時の検査について（いつ知ったか、なんと説明を受けたか等）

・その後も検査を受けたと質問紙で回答があった場合、その経緯と結果について

・養育上どのような困難があったか、大変だったことはなにか

・その困難についてどのように対処していこうとしたか

・家族で協力して対処することができたか

・児相との協働性

・フォスタリング機関からの支援

委託解除に至った経緯 ・どうして委託解除となったか、もしくは委託解除となった理由をなんだと理解しているか

・委託解除直後のお気持ちについて

里親養育をよりよくしていくための展望・要望・どのようなサポートがあればより対処できたと思うか

・どのようなサポートもしくは関わりが支えとなっていたか

・その他どのような支援を求めているか

1時間～2時間

クロージング インタビュー協力への感謝と質問受付

データ使用の見通し・許可 ホームページへの掲載、個人情報の保護などについて改めて説明し、再度口頭で許可をいただく（同意撤回

の機会を直後に1度設けるため）

謝礼のお渡しと受領書の記入 謝礼をお渡しし、受領書をご記入いただく

録音停止

見送り 1時間～2時間
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付録 4：ファミリーホーム事前質問紙 

ヒアリング調査事前アンケート（ファミリーホーム） 

回答日：       年    月    日         回答者： （   養育者   ・   補助者   ） 

 

本インタビューでは、養育不調による委託解除となったお子さんお一人についてお伺いしていきます。 

そのお子さんを仮に Aさんとさせていただきます。 

 

A さんについてお答えください。 

11. 性別        （   男   ・   女   ） 

12. 委託時のご年齢   （      歳      ヵ月） 

13. 委託時の在籍について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 保育園 2: 幼稚園 3: 認定こども園   

4: 小学 1 年生 5: 小学 2 年生 6: 小学 3 年生 7: 小学 4 年生 8: 小学 5 年生 9: 小学 6 年生 

10: 中学 1 年生 11: 中学 2 年生 13: 中学 3 年生 14: 高校 1 年生 15: 高校 2 年生 16: 高校 3 年生 

14. 国籍        （               ） 

15. 委託解除時のご年齢 （      歳      ヵ月） 

16. 委託解除後の措置変更先について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 乳児院 2: 児童養護施設 3: 児童自立支援施設 4: 児童心理治療施設 

5: 自立援助ホーム 6: 里親 7: 他のファミリーホーム 8: その他（家庭復帰等） 

9: わからない    

17. A さんの児童相談所による保護の理由についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1: 保護者の死亡 2: 保護者の行方不明 3: 父母の離婚 4: 父母の未婚 

5: 父母の不和 6: 保護者の拘禁 7: 保護者の入院 8: 家族の疾病の 

付き添い 

9: 次子出産 10: 保護者の就労 11: 保護者の精神疾患 12: 保護者の放任 

もしくは怠惰 

13: 父の虐待 

もしくは酷使 

14: 母の虐待 

もしくは酷使  

15: 棄児 16: 養育拒否 

17: 破産等の経済的理由 18: 児童の問題による 

監護困難 

19: 児童の障害  

20: その他（                            ）  21: わからない 
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18. A さんの虐待の被害についてあてはまるものに〇をつけてください。  

虐待被害      （  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

➡「あり」の場合、その種類についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1 :  身体的虐待   2 :  ネグレクト   3 :  性的虐待   4 :  心理的虐待 

19. A さんの心身の状況についてあてはまるものに〇をつけてください。 

医師による医学的診断（  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

 ➡「あり」の場合、その内容についてあてはまるものに全て〇をつけてください。 

1: 身体虚弱 2: 肢体不自由 3: 視覚障害 4: 聴覚障害 

5: 言語障害 6: 知的障害 7: てんかん 8: 心的外傷後ストレス

障害（PTSD） 

9: 反応性愛着障害  10: 注意欠陥多動性障害

（ADHD） 

11: 学習障害（LD）  12: 自閉症スペクトラム 

障害（ASD） 

13: 高次脳機能障害 14: チック 15: 吃音症 16: 発達性協調運動障害 

17: その他（                                       ） 

20. A さんの知能検査および発達検査についてあてはまるものに〇をつけてください。 

※覚えている範囲で構いません。  

⚫ 委託時点で A さんは検査を受けていましたか？（  はい  ・  いいえ  ・  わからない  ）  

➡「はい」の場合、受けた検査についてお答えください。  

④  WISC-ⅣもしくはⅤ （検査実施年月：      年      月） 

全検査 IQ（FSIQ）についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

⑤  田中ビネー知能検査Ⅴ（検査実施年月：      年      月） 

IQ 値についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

⑥  新版 K 式発達検査  （検査実施年月：      年      月） 

発達指数についてあてはまるところに〇をつけてください。 

41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

 

⚫ 委託されてから委託解除までの間で A さんは検査を受けましたか？（  はい  ・  いいえ  ） 

次に、ファミリーホームの養育者と補助者についてお答えください。 
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1. 性別 

養育者 1： （  男  ・  女  ）  養育者 2： （  男  ・  女  ） 

補助者 1： （  男  ・  女  ）  補助者 2： （  男  ・  女  ） 

➡養育者 1 と養育者 2 は夫婦ですか （  はい  ・  いいえ  ） 

2. 現在のご年齢 

養育者 1： （       歳）   養育者 2： （       歳） 

補助者 1： （       歳）   補助者 2： （       歳） 

3. A さんが委託された時のファミリーホームでの経験年数 

養育者 1： （       年）   養育者 2： （       年） 

補助者 1： （       年）   補助者 2： （       年） 

4. A さんが委託された時のファミリーホームとして委託を引き受けた子どもの合計数 

（        人） 

5. A さんが委託された時のご職業についてあてはまるものに〇をつけてください。 

養育者 1： 

 

養育者 2： 

 

補助者 1： 

 

補助者 2： 

 

6. A さんが委託

された時に里親登録はしていましたか？ 

養育者 1： （  はい  ・  いいえ  ）   養育者 2： （  はい  ・  いいえ  ） 

ご回答ありがとうございました。 

インタビューではこちらにご回答いただいたお子さんについてお伺いしていきます。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

1: ファミリーホーム専業 2: 正社員 3: 自営業 4: パート・アルバイト等の非正規雇用 

5: 無職（専業主婦を含む） 

1: ファミリーホーム専業 2: 正社員 3: 自営業 4: パート・アルバイト等の非正規雇用 

5: 無職（専業主婦を含む） 

1: ファミリーホーム専業 2: 正社員 3: 自営業 4: パート・アルバイト等の非正規雇用 

5: 無職（専業主婦を含む） 

1: ファミリーホーム専業 2: 正社員 3: 自営業 4: パート・アルバイト等の非正規雇用 

5: 無職（専業主婦を含む） 
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付録 5：ファミリーホームインタビューガイド 

 

 

ファミリーホームインタビューガイド

項目 トピック 詳細 時間（累積時間）

オープニング 自己紹介

録音許可 録音スタート

研究背景・目的の説明 「本研究では「養育不調」という状態について調べています。養育不調とは、「子どもの行動上の問題や養

育者の養育上の課題の大きさにより、養育者が子どもへの対応が困難になる状況」と本研究では定義してお

ります。

ファミリーホームの中で養育不調による委託解除をご経験された方にお話しをお伺いし、こどもにとって

も、養育者にとってもより良い養育支援を整えるにはどうしたらいいかを考え、今後の社会的養育のあり方

同意取得 研究協力依頼書・同意説明書をお渡しし、一つずつ読み上げて説明し、質問を受け付ける

同意書への署名 同意書にご署名いただき、抜け漏れがないか確認して受領する

同意撤回の説明 同意撤回書をお渡しする（同意撤回期間は現在からインタビュー調査期間中、方法は手渡しもしくは郵送）

質問紙の確認 ・（対面の場合）事前にご回答いただいた質問紙を提出いただく。抜け漏れがないか確認する。

・（オンラインの場合）こちらが参照している質問紙が間違いないか確認する。

ヒアリング上の注意点の説明 「質問紙にてお答えいただいたお子さんについてお伺いしますが、子どもの個人情報保護の観点から、本イ

ンタビューでは名前を使わずにAさんとお呼びください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。」

20分

ヒアリング 里親登録された経緯についてヒアリング ・里親登録の有無

・ファミリーホームを運営しようと思った動機

委託される前のAさんと委託経緯について ・Aさんの実家庭の状況（実親の状況や、きょうだいしまいの有無、虐待被害等）

・Aさんの保護された経緯（質問紙の回答からより詳しくヒアリング）

・AさんのFH委託前の措置先での暮らしぶり（例：児童養護施設での様子等）

・FH委託に措置変更となった経緯

・Aさんの委託を引き受けようと決断した経緯（FH内でどのような話し合いが行われたか等）

・委託前の面会交流時の様子

・委託時の様子

委託中のAさんと養育状況・不調について ・FHでAさんはどのように生活をしていたか

・医師による医学的診断を受けたと質問紙で回答があった場合、その時期と受診経緯について

・委託時の検査について（いつ知ったか、なんと説明を受けたか等）

・その後も検査を受けたと質問紙で回答があった場合、その経緯と結果について

・養育上どのような困難があったか、大変だったことはなにか

・その困難についてどのように対処していこうとしたか

・FHスタッフで協力して対処することができたか

・児相との協働性

・フォスタリング機関からの支援

委託解除に至った経緯 ・どうして委託解除となったか、もしくは委託解除となった理由をなんだと理解しているか

・委託解除直後のお気持ちについて

社会的養育をよりよくしていくための展望・要望・どのようなサポートがあればより対処できたと思うか

・どのようなサポートもしくは関わりが支えとなっていたか

・その他どのような支援を求めているか

1時間～2時間

クロージング インタビュー協力への感謝と質問受付

データ使用の見通し・許可 ホームページへの掲載、個人情報の保護などについて改めて説明し、再度口頭で許可をいただく（同意撤回

の機会を直後に1度設けるため）

謝礼のお渡しと受領書の記入 謝礼をお渡しし、受領書をご記入いただく

録音停止

見送り 1時間～2時間
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付録 6：地域小規模児童養護施設 事前質問紙 

ヒアリング調査事前アンケート（地域小規模児童養護施設） 

 

回答日：       年    月    日          

 

本インタビューでは、養育不調による措置解除となったお子さんお一人についてお伺いしていきます。 

そのお子さんを仮に Aさんとさせていただきます。 

A さんについてお答えください。 

21. 性別        （   男   ・   女   ） 

22. 措置時のご年齢   （      歳      ヵ月） 

23. 措置時の在籍について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 保育園 2: 幼稚園 3: 認定こども園   

4: 小学 1 年生 5: 小学 2 年生 6: 小学 3 年生 7: 小学 4 年生 8: 小学 5 年生 9: 小学 6 年生 

10: 中学 1 年生 11: 中学 2 年生 13: 中学 3 年生 14: 高校 1 年生 15: 高校 2 年生 16: 高校 3 年生 

24. 国籍        （               ） 

25. 措置解除時のご年齢 （      歳      ヵ月） 

26. 措置解除後の措置変更先について以下からあてはまるものに〇をつけてください。 

1: 乳児院 2: 児童養護施設 3: 児童自立支援施設 4: 児童心理治療施設 

5: 自立援助ホーム 6: 里親 7: ファミリーホーム 8: その他（家庭復帰等） 

9: わからない    

27. A さんの児童相談所による保護の理由についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1: 保護者の死亡 2: 保護者の行方不明 3: 父母の離婚 4: 父母の未婚 

5: 父母の不和 6: 保護者の拘禁 7: 保護者の入院 8: 家族の疾病の 

付き添い 

9: 次子出産 10: 保護者の就労 11: 保護者の精神疾患 12: 保護者の放任 

もしくは怠惰 

13: 父の虐待 

もしくは酷使 

14: 母の虐待 

もしくは酷使  

15: 棄児 16: 養育拒否 

17: 破産等の経済的理由 18: 児童の問題による 

監護困難 

19: 児童の障害  

20: その他（                            ）  21: わからない 
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28. A さんの虐待の被害についてあてはまるものに〇をつけてください。  

虐待被害      （  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

➡「あり」の場合、その種類についてあてはまるものに全て〇をつけてください。  

1 :  身体的虐待   2 :  ネグレクト   3 :  性的虐待   4 :  心理的虐待 

29. A さんの心身の状況についてあてはまるものに〇をつけてください。 

医師による医学的診断（  あり  ・  なし  ・  わからない  ）  

 ➡「あり」の場合、その内容についてあてはまるものに全て〇をつけてください。 

1: 身体虚弱 2: 肢体不自由 3: 視覚障害 4: 聴覚障害 

5: 言語障害 6: 知的障害 7: てんかん 8: 心的外傷後ストレス

障害（PTSD） 

9: 反応性愛着障害  10: 注意欠陥多動性障害

（ADHD） 

11: 学習障害（LD）  12: 自閉スペクトラム 

障害（ASD） 

13: 高次脳機能障害 14: チック 15: 吃音症 16: 発達性協調運動障害 

17: その他（                                       ） 

30. A さんの知能検査および発達検査についてあてはまるものに〇をつけてください。 

※覚えている範囲で構いません。  

⚫ 措置時点で A さんは検査を受けていましたか？（  はい  ・  いいえ  ・  わからない  ）  

➡「はい」の場合、受けた検査についてお答えください。  

⑦  WISC-ⅣもしくはⅤ （検査実施年月：      年      月） 

全検査 IQ（FSIQ）についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

⑧  田中ビネー知能検査Ⅴ（検査実施年月：      年      月） 

IQ 値についてあてはまるところに〇をつけてください。 

51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

⑨  新版 K 式発達検査  （検査実施年月：      年      月） 

発達指数についてあてはまるところに〇をつけてください。 

41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-110 111-120 121-130 

 

⚫ 措置されてから措置解除までの間で A さんは検査を受けましたか？（  はい  ・  いいえ  ） 

次に、貴施設についてお答えください。 
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1. 貴施設の入所定員数（本園と地域小規模児童養護施設の合計） （       名） 

2. 貴施設の入所児童数（本園と地域小規模児童養護施設の合計） （       名） 

3. 貴施設が有する地域小規模児童養護施設の施設数       （      か所） 

4. 貴施設の地域小規模児童養護施設のそれぞれの入所児童数   （       名） 

5. 貴施設の職員数（本園と地域小規模児童養護施設の合計）   （       名） 

6. 貴施設の地域小規模児童養護施設の職員数          （       名） 

 

さいごに、回答者についてお答えください。 

1. 回答者の職種（資格） 

保育士 ・ 児童指導員 ・ 自立支援担当職員 ・ その他（               ） 

2. 回答者の児童福祉領域での経験年数        （              年） 

 

ご回答ありがとうございました。 

インタビューではこちらにご回答いただいたお子さんについてお伺いしていきます。 

よろしくお願いいたします。 
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付録 7：地域小規模児童養護施設 インタビューガイド 

 

 

地域小規模児童養護施設インタビューガイド

トピック 詳細 時間（累積時間）

自己紹介

録音許可 録音スタート

研究背景・目的の説明 「本研究では「養育不調」という状態について調べています。養育不調とは、「子どもの行動上の問題や養

育者の養育上の課題の大きさにより、養育者が子どもへの対応が困難になる状況」と本研究では定義してお

ります。

このインタビューは、養育不調による措置解除や措置変更をご経験された地域小規模児童養護施設の方にお

話しをお伺いし、こどもにとっても、養育者にとっても、より良い社会的養育を整えるにはどうしたらいい

かを考え、提案していくためのインタビュー調査です。」

同意取得 研究協力依頼書・同意説明書をお渡しし、一つずつ読み上げて説明し、質問を受け付ける

同意書への署名 同意書にご署名いただき、抜け漏れがないか確認して受領する

同意撤回の説明 同意撤回書をお渡しする（同意撤回期間は現在からインタビュー調査期間中、方法は手渡しもしくは郵送）

質問紙の確認 ・（対面の場合）事前にご回答いただいた質問紙を提出いただく。抜け漏れがないか確認する。

・（オンラインの場合）こちらが参照している質問紙が間違いないか確認する。

ヒアリング上の注意点の説明 「質問紙にてお答えいただいたお子さんについてお伺いしますが、子どもの個人情報保護の観点から、本イ

ンタビューでは名前を使わずにAさんとお呼びください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。」

20分

施設について ・貴施設の方針（養育の上で大切にしていること）など

・部屋割りの決め方（地域小規模児童養護施設（以後、GH）に施設割りする理由）

・AさんのいたGHの雰囲気や様子

措置される前のAさんと措置経緯について ・Aさんの実家庭の状況（実親の状況や、きょうだいしまいの有無、虐待被害等）

・Aさんの保護された経緯（質問紙の回答をもとに、より詳しくヒアリング）

・（わかる範囲で）前の措置先でのAさんの暮らしぶり（例：一時保護、乳児院、児童養護施設での様子等）

・Aさんが（本園ではなく）GHに入所した理由等

・AさんがGHに入所したときの様子（Aさん本人とGHの様子）

措置中のAさんと養育状況・不調について ・施設でAさんはどのように生活をしていたか

・医師による医学的診断を受けたと質問紙で回答があった場合、その時期と受診経緯について

・措置時に受けた検査について（いつ知ったか等）

・その後に受けた検査について質問紙で回答があった場合、その経緯と結果について

・養育上どのような困難があったか、大変だったことはなにか

・その困難についてどのように対処していこうとしたか

・GHの職員間で協力して対処することができたか

・本園との協働性の状況、本園からのどのようなサポートがあったか

・児童相談所などの外部機関からの支援はあったか

措置解除に至った経緯 ・どうして委託解除となったか

里親養育をよりよくしていくための展望・要望・どのような支援や仕組みがあれば不調にならずに養育できたと思うか

1時間～2時間

インタビュー協力への感謝と質問受付

データ使用の見通し・許可 ホームページへの掲載、情報の保護、などについて改めて説明し、再度口頭で許可をいただく（同意撤回の

機会を直後に1度設けるため）

謝礼のお渡しと受領書の記入 謝礼をお渡しし、受領書をご記入いただく

録音停止

見送り 1時間～2時間


